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[２０１４.７.１現在] 

基本情報  

事業者名 九州高圧コンクリート工業株式会社 

代表者 中西 章夫 

設立年月日 １９５７年１１月５日 

資本金 ２億４千万円 

 

事業の内容 

コンクリートポール、コンクリートパイル及びその他コンクリート製品生産並びに販売 

土木建築工事の設計・施工並びに監督 

産業廃棄物のリサイクル及び処理業 

既設コンクリート構造物調査・診断に関する事業 

 

許可の内容  

事業 内容 

建設業 土木工事業、とび・土木工事業、ほ装工事業、塗装工事業 

廃棄物処理業 中間処理業／ガラスくず等、がれき類（自動車等除く） 

産廃収集運搬業 がれき類 

 

事業の規模     

事業所 住所 
面積 

従業員数 
敷地 床 

本社 
福岡県福岡市南区向野一丁目 

１３－１４ 
１,２９６㎡ ９６１㎡ ８９名 

豊前工場 
福岡県豊前市大字八屋 

２５４４－６１ 
９７,４４４㎡ ２３,２０３㎡ ４１名 

熊本工場 
熊本県菊池市旭志川辺 

１３４９－４ 
１０９,４９５㎡ １１,１６９㎡ ９１名 

鹿児島営業所 
鹿児島県鹿児島市南林寺町 

２６－４ 
― ５０㎡ １名 

全社 ― ２０８,２３５㎡ ３５,３８３㎡ ２２２名 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 豊前工場 

◎ 本社 ◎ 

熊本工場 

◎ 
鹿児島営業所 

1．会社概要 
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売上高［億円］                生産量［千㌧］ 

   

 

工事件数［百件］               産業廃棄物処理量［千㌧］                 

   

   

沿革  

１９５７年１１月 設立 

１９５８年 ９月 九州電力㈱にポール納入開始 

１９５８年１０月 豊前工場竣工 

１９６４年 ４月 ＰＣパイル製造開始 

１９７０年 ４月 ＪＲ、ＮＴＴにポール納入開始 

１９７１年 ７月 鹿児島営業所を設置 

１９７７年 ４月 電線類地中化製品製造開始（豊前） 

１９８１年 ９月 熊本工場竣工 

１９９８年 ２月 廃品ポールのリサイクル事業開始 

２００１年 １月 ISO9001品質システム認証取得 

２００７年 ５月 新 JISマーク取得（豊前） 

２００７年 ７月 新 JISマーク取得（熊本） 

２００７年１１月 創立５０周年 

２０１０年 ９月 エネルギー使用の合理化に関する法律に基づき特定事業者に指定 

２０１１年１１月 エコアクション２１認証取得 

２０１２年１１月 再生骨材使用ポール生産開始（熊本） 
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福岡本社 

熊本工場 

豊前本社・工場 

 

 

[２０１３年度] 

 

エコアクション２１は全ての組織・事業が対象です 

 

委員会の構成    

 環境委員会 豊前本社・工場 福岡本社 熊本工場 

委員長 企画部長［環境管理責任者］ 工場長 営業本部長 工場長 

委員 

環境保全委員長 

エネルギー管理員 

エネルギー管理企画推進者 

関係管理職 

エネルギー管理員 

関係管理職 

エネルギー管理員 

関係管理職 

エネルギー管理員 

事務局 企画部 生産Ｇ 計画Ｇ 生産Ｇ 

 

主な役割  

責任者 主な役割 

環境管理責任者 全社における環境活動の構築・運用責任者 

環境委員会 
環境活動マニュアル策定、環境方針・計画及び目標の策定、 

公害防止に関する対応事項策定、省エネ法対応 等 

環境保全委員長 事業所における環境活動の構築・運用責任者 

環境保全委員会 
環境計画及び目標の啓蒙・実施、環境活動の確認・評価、 

公害防止対応、緊急事態への対応 等 

従業員 環境方針、計画に従い、全ての環境活動に取り組む 

企画部 
環境への負荷、取組の取りまとめ、環境関連法規の確認・情報収集、 

環境活動レポートの作成 等 

社長 環境委員会

環境保全委員会

豊前工場

管理部

企画部

技術部

生産管理部

環境保全委員会

ポール営業部

地中製品営業部

基礎営業部

環境保全委員会 熊本工場

３．環境活動推進体制 

（５６名） 

（１２名） 

（ ４名） 

（１７名） 

（ ７名） 

（１６名） 

（１９名） 

（１４名） 

（６５名） 
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さん 

 

中長期目標 [２００９年度を基準年度とし、５ヶ年の中長期目標を策定]     

項目  ２００９年度 ２０１０年度 ２０１１年度 ２０１２年度 ２０１３年度 ２０１４年度 

二酸化炭素排出量 
目標   ０.０４７３８  ０.０４６９０  ０.０４６４４  ０.０４５９７  ０.０４５５１  

実績 ０.０４７８６  ０.０４９２７  ０.０５２６９  ０.０５４０６  ０.０５５３７    

産業廃棄物 

リサイクル率 

目標   ９６ ％ ９６ ％ ９６ ％ ９６ ％ ９６ ％ 

実績 ９６ ％ ９６ ％ ９５ ％ ９８ ％ ９７ ％   

水使用量 
目標   ０.８３ ㎥/㌧ ０.８２ ㎥/㌧ ０.８１ ㎥/㌧ ０.８１ ㎥/㌧ ０.８０ ㎥/㌧ 

実績 ０.８４ ㎥/㌧ ０.７７ ㎥/㌧ ０.７２ ㎥/㌧ ０.８１ ㎥/㌧ ０.７３ ㎥/㌧   

事務用品 

グリーン調達率 

目標   ８０ ％ ８０ ％ ８０ ％ ８０ ％ ８０ ％ 

実績 ６３ ％ ６７ ％ ９３ ％ ９１ ％ ９７ ％   

※１：電力の二酸化炭素排出係数は、各該当年度の九州電力実排出係数を使用 

※２：二酸化炭素排出量、水使用量の原単位は、生産重量を使用 

※３：化学物質については、目標設定が困難な事から、適切な使用及び管理を実施 

  

● 二酸化炭素排出量、水使用量  前年目標値１％削減 

● 産業廃棄物リサイクル率、事務用品グリーン調達率  現状維持 

 

二酸化炭素排出量の推移 

  

生産重量当りの二酸化炭素排出量 

  

 

 

二酸化炭素排出量 

 

 

生産重量 

 

 

 

 

 二酸化炭素排出量内訳 

 

 

 

 

基準年度(２００９年度)を１００とした際の 

生産重量当りの二酸化炭素排出量は、毎年 

増加し、２０１３年度は、基準年度に対し 

１６％増加している。 

二酸化炭素排出量は基準年度に比べ減少しており、２０１３年度は基準年度比で 

マイナス７％と、毎年１％以上の削減を達成。 

一方で、２０１３年度の生産量は、基準年度比でマイナス２０％と大幅に減少し 

ている。 

従って、二酸化炭素排出量は削減出来ているが、生産量の減少幅が大きかった為、 

中長期目標は未達となった。 

 

 

●Ａ重油 

排出量が最も多く、約６０％を占める。

電気の割合が増加している為、比率は

減少傾向。 

●電気 

３０％程度を占め、増加傾向。 

(九州電力の排出係数拡大の影響) 

 

※産業廃棄物リサイクル率、水使用量、事務用品グリーン調達率については、2013年度環境目標の頁に詳細を記載 
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２０１３年度環境活動実施状況分析評価 

計画[Ｐ] 実績[Ｄ] 分析[Ｃ]・評価[Ａ] 

へ
の
取
組 

１.

地
球
環
境
問
題 

事業所における省エネ・省資源活動の推進 日常における節電、節水等の省エネの取組は定着している。 

社会情勢に応じた夏季節電については、猛暑にも関わらず 

最大電力（7～9月平均）で対前年度比▲４．８％を達成。 

省エネ推進の意識は徹底されており、今後も継続して取組む。 

計画的な高効率機器(空調機器・照明設備等)への更新も継続実施。 

運輸面でのＣＯ２削減推進 車輌更新時の積極的なハイブリッド車の導入や、エコドライブの 

教育による意識の高まりにより、ガソリン消費率は向上。 

計画的な低公害車への更新と、エコドライブ定着の取組を継続実施。 

２.

循
環
型
社
会
形
成
へ
の
取
組 

産業廃棄物、古紙リサイクル率の維持・向上の取組 分別の取組は定着している。 

産業廃棄物リサイクル率向上の為、木屑等のリサイクルを推進。 

リサイクル率維持・向上に継続取組。 

産業廃棄物処理業におけるリサイクル推進 産業廃棄物の管理を徹底し、リサイクル率は高水準で推移。 リサイクルを継続取組。 

機密文書、使用済蛍光管及び乾電池リサイクルへの取組 グループ会社のジェイリライツとリサイクル処理契約を締結し、 

処理委託開始。 

リサイクルを継続取組。 

ペーパーレス化の推進による資源の有効活用 両面印刷や裏紙活用等の取組により順調に推移。   紙資源有効活用の意識が徹底されており、今後も継続取組。 

スラッジの有効活用 スラッジを活用した環境衛生資材を開発し、事業としての 

有効性を確認。エコジャパンカップ※にも入選。 

事業化へ向け、生産準備と販路拡大等の展開に取組。 

事務用品、建設資材のグリーン調達の推進 購入実績の確実な把握は出来ており、グリーン調達の意識は浸透。 グリーン調達の取組は定着しており、今後も継続取組。 

の
保
全 

３.

地
球
環
境 

化学物質・ＰＣＢ等の適切な管理・処理及び代替化の取組 ＰＲＴＲ制度、ＳＤＳ制度に基づき、適切に管理及び使用。 

使用量、払出量を把握し、６月に経済産業省に届出。 

適切に管理されており、今後も継続取組。 

４.

社
会
と
の
協
調 

環境情報の公開 レポートを作成し、環境活動の積極的公開を実施。 

「環境活動レポート大賞・九州」で廃棄物部門賞を受賞。 

レポートは、環境活動の社外へのＰＲ、社内の理解促進に有効な 

ツールであり、充実した内容のレポートを毎年発行。 

地域に密着した環境活動への取組 各事業所の状況に即した地域清掃活動を実施。 

福岡本社：本社周辺の清掃活動（１回/週） 

豊前本社・工場：工場周辺の清掃活動（１回/月） 

熊本工場：工場周辺の草刈り、清掃活動（５回/年） 

事業所毎に地域に密着した取組を実施しており、今後も環境活動の 

一環として、継続取組。 

５.

環
境
管
理
の
推
進 

環境マネジメントシステムの自律的運用 環境活動の取組を環境委員会及び環境保全委員会を通じて実施。 

全社員を対象とした環境教育も実施。 

委員会による環境活動の周知、教育による環境活動の意識高揚を 

継続実施。 

エコアクション２１要求事項の確実な実施 業種別のガイドラインに従い、環境活動を実施。産業廃棄物処理業、 

建設業において新規目標を設定し、活動の幅を広げた。 

今後も実績の把握を確実に行い、要求事項に従い活動を継続。 

環境に関するコンプライアンスの確保 「小型家電リサイクル法」など、環境法規の最新情報を取得し、 

法規を確実に遵守。 

今後も、法改正情報を取得し、法令遵守に継続取組。 

環境関連データの確実な把握 各事業所で毎月実績を把握し、全社では上期・年度の実績を把握。 

環境委員会、保全委員会で実績を周知。 

実績把握は環境活動の基本であるため、今後も継続取組。 

環境の情勢変化に対応した各種環境教育の実施 全従業員を対象に環境教育を実施。 

福岡本社：ＰＣを活用したビデオ研修 

豊前、熊本：ＤＶＤ研修と環境活動の現状周知 

環境活動に対する従業員の理解促進のため、今後も継続取組。 

５．環境活動実績 

※：環境ビジネスウィメン、環境省、総務省、日本政策投資銀行、三井住友銀行の５者が主催し、産官民の協働事業として行う「エコビジネスの芽を見つけ、育てる」コンテスト。 
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２０１３年度目標    

項目 目標 実績 達成度 

製造業      

オフィス電力使用量削減 ８.７５ kWh/㎡以下 ７.４４ kWh/㎡ １１５％ 

工場等の電力使用量削減 ３１.２ kWh/㌧以下 ３０.９ kWh/㌧ １０１％ 

低公害車の導入 ７１.０ ％以上 ７６.３ ％ １０８％ 

ガソリン消費率向上 １３.５ ㎞/ℓ 以上 １８.２ ㎞/ℓ １３５％ 

Ａ重油使用量削減 １１.９ ℓ/㌧以下 １１.９ ℓ/㌧  １００％ 

産業廃棄物リサイクル率向上 ９６.０ ％以上 ９７.４ ％ １０２％ 

古紙リサイクル率１００％ １００.０ ％ １００.０ ％ １００％ 

用紙使用量削減 ９７５ 枚/人以下 ９４１ 枚/人 １０４％ 

オフィス水使用量削減 ０.５８ ㎥/人以下 ０.４０ ㎥/人 １３１％ 

工場等の水使用量削減 ０.８１ ㎥/㌧以下 ０.７４ ㎥/㌧  １０９％ 

事務用品のグリーン調達率向上 ８０.０ ％以上 ９４.４ ％     １１８％ 

規制フロン回収率１００％ １００.０ ％ 実績無 ― 

建設業      

産業廃棄物リサイクル率向上 ９６.０ ％以上 ９８.５ ％ １０３％ 

建設資材のグリーン調達率向上 ８０.０ ％以上 １００.０ ％ １２５％ 

産業廃棄物処理業         

受託した産業廃棄物リサイクル率向上 ９６.０ ％以上 ９９.８ ％ １０４％ 

※㎡は床面積、㌧は生産重量、人は事務所要員数を示す 

 

 

①  基本的に、九電グループ環境目標に準じて目標設定 

②  省エネ法対応のため、工場等の電力、Ａ重油は前年度目標値▲１％ 

③  ＥＡ２１ガイドラインに従い、建設資材のグリーン調達率向上、 

受託した産業廃棄物リサイクル率向上の目標を追加設定 

 

 

   

 ［評価］ 

２０１３年度の環境目標に対する取組は、各事業所で計画的かつ適切に実施された。 

１５項目の環境目標を設定し活動をした結果、全ての項目において目標を達成した。 

特に、生産重量が減少する中、工場等電力使用量、Ａ重油使用量及び工場等水使用量の

削減目標を達成した事に、環境活動の充実を感じた。 

 

   

 

２０１３年度環境目標設定の考え方 
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２０１３年度環境目標毎の実績と取組 

 

⒈電力使用量削減の取組 

項目 目標 実績 達成度 

オフィス電力使用量削減 ８.７５ kWh/㎡以下 ７.４４ kWh/㎡ １１５％ 

工場等の電力使用量削減 ３１.２ kWh/㌧以下 ３０.９ kWh/㌧ １０１％ 

 

重点取組事項 

  ●福岡本社・鹿児島営業所 

空調機の適正管理や昼休みの消灯、 

外出時のＰＣ電源Ｏｆｆの徹底。 

●工場 

昼休みのコンプレッサーを、午後からの

製造作業に支障の無い範囲で停止。 

豊前工場：２台中１台を停止 

熊本工場：５台中３台を停止 

 

 

オフィス電力使用量［千 kWh］ 

 

 省エネの取組が定着し、２００９年度比で

２０％程度電力使用量は減少。 

今後の取組として、照明のＬＥＤ化等、

更なる節電に取り組む。 

 

工場等電力使用量［kWh/㌧］ 

 

 電力使用量は２００９年度比で７８％と 

大幅に減少したが、生産重量も７９％減少 

しており、固定的要素を勘案すると、生産 

重量当りの電力使用量削減は厳しい状況。 

しかし、高効率機器(コンプレッサー、照明、

変圧器等)への設備更新やコンプレッサーの 

稼働調整等の取組で電力使用量を削減し、 

目標を達成。 
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⒉社有車の環境負荷低減の取組 

項目 目標 実績 達成度 

低公害車の導入  ７１.０ ％ ７６.３ ％ １０８％ 

ガソリン消費率向上 １３.５ ㎞/ℓ以上 １８.２ ㎞/ℓ １３５％ 

 

 

重点取組事項 

  ●低公害車の導入 

社有車更新時に、低公害車を積極的に

導入。 

●ガソリン消費率 

エコドライブの文書配付や、社有車への

エコドライブステッカー貼付による啓蒙 

活動を実施。 

 

 

低公害車導入率［％］ 

 

 社有車更新時の積極的な低公害車への切替 

により、導入率は７６.３%と順調に推移。 

特に、ハイブリッド車導入率については 

２００９年度の０％から、２０１３年度は 

３６.８％に増加。 

 

 

燃料当りの走行距離［㎞/ℓ］ 

 

 エコドライブの取組は、定着している。 

ハイブリッド車を含む低公害車の積極的な

導入により、燃料当りの走行距離は 

２００９年度比で１３７％と飛躍的に向上。 
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⒊Ａ重油使用量削減の取組 

項目 目標 実績 達成度 

Ａ重油使用量削減 １１.９ ℓ/㌧以下 １１.９ ℓ/㌧  １００％ 

 

 

 

重点取組事項 

 

 

 ●豊前工場 

オートクレーブ(以下ＡＣ)の稼働日数の 

調整を、前年度より継続取組。 

(毎日→１回/２日) 

●熊本工場 

蒸気養生槽の蓋にパッキンを施し、蒸気 

漏れを改善。 

 

 

豊前工場ＡＣ稼働日［日］ 

 

 ボイラーで発生する蒸気は、主に養生槽と

ＡＣで使用している。豊前工場ではＡＣの 

使用頻度が高く、Ａ重油使用量が増加。 

使用量削減の為、２０１２年度よりＡＣの 

稼働日調整を行い、稼働日は大きく減少。 

 

生産重量当りのＡ重油使用量［ℓ/㌧］ 

 

 生産重量当りのＡ重油使用量は、増加傾向

にあったが、２０１２年度よりＡＣ稼働日

調整を行い使用量は減少した。 

２０１３年度は、熊本工場において２台の

ボイラーの内、燃料効率の良いボイラーの

率先活用を行い、更なる使用量削減を図る 

ことが出来た。 
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⒋産業廃棄物リサイクル率向上の取組 

項目 目標 実績 達成度 

産業廃棄物リサイクル率向上 ９６.０ ％以上 ９７.４ ％ １０２％ 

 

 

 

重点取組事項 

 

 

 ●豊前本社・工場 

産業廃棄物として処理していたスラッジ

の有効活用の開発に取組。 

●熊本工場 

廃プラとして最終処分していた安全靴や

ヘルメットについてもリサイクル開始。 

木屑も、焼却処理から燃料チップ化に 

よるリサイクルを達成。 

 

産業廃棄物内訳［％］ 

 

 産業廃棄物の内訳を見ると、９０％以上を

スラッジが占めている。 

産業廃棄物発生量削減のため、スラッジを

減らす取組が必要である。 

スラッジ有効活用として、畜産用敷床材へ

のリサイクル事業に取り組み。 

 

産業廃棄物リサイクル率［％］ 

 

 産業廃棄物の分別の徹底は定着しており、 

リサイクル率は高水準で推移している。 
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⒌用紙の適正使用・処理の取組 

項目 目標 実績 達成度 

古紙リサイクル率１００％ １００.０ ％ １００.０ ％ １００％ 

用紙使用量削減 ９７５ 枚/人以下 ９４１ 枚/人 １０４％ 

 

 

重点取組事項 

 

 

 

 

 

 

 

 ●古紙リサイクル 

ゴミ箱を減らし、古紙回収ＢＯＸでの

回収を促進。 

●用紙使用量 

メールでの受領書類を、印刷回覧から 

メール転送回覧へ変更。 

Ａ３文書をＡ４サイズに縮小印刷。 

 

 

古紙発生量［㌧］ 

 

 古紙発生量は年度によりバラつきがあるが、

古紙回収は定着し、リサイクル率１００％。 

 

 

用紙使用量［枚/人］ 

 

 電子媒体や裏面の積極的な活用、両面印刷

の徹底は定着し、目標を達成。 

２０１０年度をピークに２０１１年度は 

一旦減少したが、再度増加傾向にある為、 

更なる削減が必要。 
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⒍水使用量削減の取組 

項目 目標 実績 達成度 

オフィス水使用量削減 ０.５８ ㎥/人以下 ０.４０ ㎥/人 １３１％ 

工場等の水使用量削減 ０.８１ ㎥/㌧以下 ０.７４ ㎥/㌧  １０９％ 

 

 

重点取組事項 

 

 

 

 

 ●福岡本社・鹿児島営業所 

ステッカーを貼付し、節水の意識を喚起。 

●工場 

バッチャープラントの骨材搬入ベルコン

は、稼働の都度自動洗浄をしていたが、

毎朝１回の手動洗浄に変更。 

(２５回/日→１回/日) 

 

 

オフィス水使用量［㎥］ 

 

 節水の取組は定着し、目標を達成。 

しかし、２０１０年度をピークとして 

減少傾向にあった使用量が増加した為、

更なる節水の取組が必要。 

 

 

 

工場等水使用量［㎥/㌧］ 

 

 生産量は減少傾向にあるが、水使用量は

毎年目標を達成しており、節水の取組は

定着している。 

２０１２年度に増加した生産重量当りの 

水使用量は、ベルコンの洗浄方法の変更、

熊本寮の漏水補修等の取組の効果で、 

２０１３年度は減少。 
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⒎事務用品のグリーン調達率向上の取組 

項目 目標 実績 達成度 

事務用品のグリーン調達率向上 ８０.０ ％以上 ９４.４ ％     １１８％ 

 

 

 

重点取組事項 

 

 

 

 

 

 

 

 ●全社 

グリーン商品購入の周知徹底により、

活動は定着。 

「グリーン対象商品」のリストを作成し、

確実な実績把握も推進。 

 

 

事務用品購入額［百万円］ 

 

 ２０１１年度に、対象を事務用品全般から

グリーン商品の存在する事務用品に変更。 

事務用品購入量は減少傾向。環境負荷の 

低減のため、グリーン調達率向上と共に、

事務用品の購入量・使用量も減少。 

 

グリーン調達率［％］ 

 

 ２０１１年度以降は、９０％以上の高い 

水準を維持。 

２０１３年度は９４％と取組の成果が 

表れており、事業所別では、福岡本社が 

グリーン調達率１００％を達成。 
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https://www.google.co.jp/url?q=https://www.tochigi-vnpo.net/volunteer/ippo/vola200609.html&sa=U&ei=akh5U8TbAo7c8AXwnYLgBw&ved=0CC4Q9QEwAA&usg=AFQjCNGNB0Z-XRFHUE2cL-kWdEkxWBvZHg
https://www.google.co.jp/url?q=http://asama-bousai.com/ecomark/&sa=U&ei=_Ul5U8vRC4zs8AWKnILYDg&ved=0CC4Q9QEwAA&usg=AFQjCNGKovuWUiNrb5ULtY31BfVhjNsKpA
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https://www.google.co.jp/url?q=http://www.ecology-life.jp/news/kaunet_03.html&sa=U&ei=e0t5U82eEsLy8QWNxYK4Aw&ved=0CC4Q9QEwAA&usg=AFQjCNExGwKgYc868VYvnocyRGIZuzg1ww
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⒏建設業における取組 

項目 目標 実績 達成度 

産業廃棄物リサイクル率向上 ９６.０ ％以上 ９８.５ ％ １２５％ 

建設資材のグリーン調達率向上 ８０.０ ％以上 １００.０ ％ １２５％ 

 

 

重点取組事項 

  ●産業廃棄物リサイクル 

建設現場における分別の徹底による 

リサイクルの推進とマニフェストによる

実績の把握。 

●建設資材のグリーン調達 

建設現場での、建設資材使用量の把握と 

グリーン調達の徹底。 

 

産業廃棄物リサイクル率［％］ 

 

 建設業における産業廃棄物リサイクル率の

実績把握を２０１１年度より始めたが、 

高水準を維持している。 

リサイクルが出来ていない産業廃棄物は、 

微量の建設混合廃棄物。 

 

建設資材内訳［％］ 

 

 建設資材のグリーン調達については、 

２０１２年度に実態を把握、２０１３年度

から新規に目標を設定し、取組を開始。 

グリーン調達率は１００％達成しており、

今後も、確実な建設資材の実績把握と 

グリーン調達推進に取り組む。 
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⒐産業廃棄物処理業における取組 

項目 目標 実績 達成度 

受託した産業廃棄物リサイクル率向上 ９６.０ ％以上 ９９.８ ％ １０４％ 

 

 

 

重点取組事項 

 

 

 ●両工場 

受託した産業廃棄物(廃品ポール)の、管理

を徹底。 

破砕処理した廃品ポールは、再生骨材、 

金属屑、廃プラスチックに分別し、再生

骨材、金属屑についてはリサイクル。 

 

 

受託した産業廃棄物リサイクル率［％］ 

 

 受託した産業廃棄物のリサイクル率は概ね

１００％で推移。 

リサイクルの内訳は、路盤材や再生骨材の

自社製品に使用が８８％、形鋼材が７％、

リサイクル業者へ再委託し路盤材化が５％

となっている。 

 

再生骨材製造工程 
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[参考]事業別環境負荷実績                                                                               [ ]内は２０１２年度実績 

 製造業 建設業 産業廃棄物処理業 

資
源
投
入
量 

    
 

          

 エネルギー使用量    エネルギー使用量     エネルギー使用量    

 電力 ２５４万 kWh [２６６万 kWh]   ガソリン ４㎘  [４㎘]   電力 ８万 kWh [０.７万 kWh]  

 Ａ重油 ９７４㎘     [９６６㎘]   資材使用量     軽油 ６２㎘    [８５㎘]  

 軽油 ２３㎘    [２８㎘]   セメント ２,６９１㌧  [２,１７６㌧]   水使用量 １.５千㎥  [３千㎥]  

 その他 １０㎘    [１０㎘]   生コンクリート １７６㌧  [１９４㌧]       

 水使用量 ５９千㎥  [６３千㎥]   鋼材 ３㌧  [１㌧]       

 コピー用紙使用量 １７０万枚  [１７０万枚]   防錆塗料 １㌧  [２㌧]       

 化学物質取扱量     その他 １㌧  [１㌧]       

 メチルナフタレン １３㌧   [１３㌧]            

 キシレン １㌧    [２㌧]            

               

            

事
業
活
動 

          

 生産量   工事件数   受託した産業廃棄物の処理量   

  コンクリートポール    鉄塔基礎工事   受入量 １６千㌧  [１８千㌧]  

   ７７千㌧  [７５千㌧]     １,１３６件  [１,３０６件]   破砕量 １６千㌧  [１８千㌧]  

        電力管路工事   再資源化量    

  コンクリートパイル     １２５件  [５７件]   路盤材、原材料 １４千㌧  [９千㌧]  

   １千㌧  [１千㌧]    建築･土木構造物 基礎工事   リサイクル業者に再委託 １千㌧  [７千㌧]  

         ６５件  [８３件]   形鋼材 １千㌧  [１千㌧]  

  地中電線管路材    その他工事   産業廃棄物リサイクル率 １００％  [１００％]  

   ４千㌧  [３千㌧]     １６３件  [１２８件]       

                 

 産業廃棄物リサイクル率 ９７％    [９８％]   産業廃棄物リサイクル率 ９９％  [９８％]       

 古紙リサイクル率 １００％    [１００％]          

           

    

環
境
負
荷
量 

                  

 二酸化炭素排出量 ４,３２０      [４,２８２   ]   二酸化炭素排出量 ８   [８  ]   二酸化炭素排出量 ２１１    [２２４  ]  

 産業廃棄物処分量 １７０㌧   [１５８㌧]   産業廃棄物処分量 ２０㌧  [２４㌧]   最終処分量(委託) ２９㌧    [３４㌧]  

 化学物質排出量 １㌧    [４㌧]        

 

 

 

 

 

 

 

 

           

 

㌧‐ 
ＣＯ２ 

㌧‐ 
ＣＯ２ 

㌧‐ 
ＣＯ２ 

㌧‐ 
ＣＯ２ 

㌧‐ 
ＣＯ２ 

㌧‐ 
ＣＯ２ 
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環境関連法規制 

環境一般 地球環境 廃棄物・リサイクル 大気・騒音・振動 水質・土壌 化学物質 

主な法規制 遵守状況 主な法規制 遵守状況 主な法規制 遵守状況 主な法規制 遵守状況 主な法規制 遵守状況 主な法規制 遵守状況 

工場立地法 ○ 地球温暖化対策推進法 ○ 廃棄物処理法 ○ 大気汚染防止法 ○ 水質汚濁防止法 ○ ＰＲＴＲ法 ○ 

  省エネ法 ○ ＰＣＢ特措法 ○ 騒音規制法 ○ 浄化槽法 ○ 毒物・劇薬取締法 ○ 

  フロン回収破壊法 ○ 建設リサイクル法 ○ 振動規制法 ○     

  オフロード法 ○ 自動車リサイクル法 ○       

    家電リサイクル法 ○       

    小型家電リサイクル法 ○       

環境関連法規の遵守状況の確認及び評価の結果、当社事業に適用される環境関連法規への違反はありません。また、関係機関からの指定、利害関係者からの訴訟もありませんでした。 

 

産業廃棄物処理業の情報公表項目 

産業廃棄物処理施設 

  

 広域認定証 

項目 豊前工場 熊本工場  項目 内容 

許可番号 第４５７号 第中－２２６号 第埋－０１４号  許可番号 第１９９号 

許可年月日 ２０１０年１月２２日 ２０１２年５月１０日 １９９４年９月９日  許可年月日 ２０１０年１２月８日 

設置場所 豊前工場敷地内 熊本工場敷地内 熊本工場敷地内  
産業廃棄物の種類 

当社製造のコンクリートポールが 

産業廃棄物となったもの 事業施設の種類 がれき類の破砕施設 がれき類の破砕施設 産業廃棄物埋立処分(管理型)  

処理能力 ９７.６㌧/日 １６０.０㌧/日 
埋 立 地：１２,１５２㎡ 

埋立容量：６０,５５７㎥ 

 処理区域 全国 

  

産業廃棄物の種類 がれき類 がれき類 汚泥    

  ※２００１年度より埋立処分は未実施 

産業廃棄物収集運搬業 

項目 福岡県 大分県 熊本県 宮崎県 鹿児島県 

許可番号 ０４０００００８９９７ ０４４０８００８９９７ ０４３０５００８９９７ ０４５００００８９９７ ０４６０３００８９９７ 

許可年月日 ２０１２年２月８日 ２０１２年１月２２日 ２０１２年１月２５日 ２０１２年２月１４日 ２０１２年２月２２日 

有効年月日 ２０１７年２月７日 ２０１７年１月２１日 ２０１７年１月２４日 ２０１７年２月１３日 ２０１７年２月２１日 

産業廃棄物の種類 がれき類 がれき類 がれき類 がれき類 がれき類 

    

  

処理工程図 

     

  廃品コンクリートポール   一次破砕   二次破砕   

           

  処理委託   売却(鉄筋、路盤材)   自社利用   

     
 

産業廃棄物処分業   

項目 豊前工場 熊本工場 

許可番号 ０４０２０００８９９７ ０４３２５００８９９７ 

許可年月日 ２０１２年２月２１日 ２０１３年９月２６日 

有効期限 ２０１７年２月２０日 ２０１８年９月２５日 

事業の範囲 中間処理（破砕） 中間処理（破砕） 

産業廃棄物の種類 ガラスくず、がれき類 ガラスくず、がれき類 

6．環境関連法規の遵守  
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設備投資［百万円］ 

 

 ２０１３年度の環境関連設備投資は、 

ＣＯ２削減(熊本寮のボイラー撤去及び電気

温水器の設置等)が、９.８百万円(３９％)で

最も多かった。 

熊本工場屋根スレート改修等の雨水対策が 

６.４百万円(２６％)、スラッジリサイクル 

関連の投資が、４.０百万円(１６％)と続き、 

合わせると８０％を超える。 

コスト合計［２５百万円］  

 

活動費用［百万円］ 

 

 環境活動費用は、スラッジ処理等の 

産業廃棄物処理・削減費が３４.０百万円

（５２％）を占めた。 

工業用水を事業所外へ放流する為に、 

規制値以下へ処理する設備排水費用が 

１３.５百万円（２１％）で続いた。 

ＣＯ２削減（４.４百万円）は、電力や 

Ａ重油使用料削減の為の設備投資に伴う 

費用。 

コスト合計［６５百万円］  

 

 

コスト削減効果 

項目 前年度比 基準年度(２００９年度)比 

電力使用量 １.３ 百万円 ７.８ 百万円 

ガソリン消費量 ― ３.０ 百万円 

Ａ重油使用量 １.１ 百万円 ２０.０ 百万円 

水使用量 １.１ 百万円 ４.２ 百万円 

 

コスト削減効果として、省エネルギー活動の取組により、電力・Ａ重油・水の使用量で前年

度比３.５百万円のコスト削減を達成している。 

基準年度（２００９年度）比では、高効率機器への更新や環境活動の取組により、それぞれ

大幅にコスト削減効果を得た。 

 

ＣＯ２削減

9.8 [39%]

雨水対策

6.4 [26%]

スラッジリサイクル

4.0 [16%]

粉塵対策

2.7 [11%]

設備排水

1.4 [5%]

産業廃棄物処理・削減

0.8 [3%]

産業廃棄物

処理・削減

34.0 [52%]
設備排水

13.5 [21%]

グリーン調達

5.0 [7%]

ＣＯ2削減

4.4 [7%]

スラッジリサイクル

3.3 [5%]

その他

5.2 [8%]

7．環境活動コスト 
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２０１４年度目標   

項目 目標 目標設定の考え方 

製造業    

オフィス電力使用量削減 ８.３３ kWh/㎡以下 九電グループ目標で取組 

工場等の電力使用量削減 ３０.９ kWh/㌧以下 省エネ法対応で前年目標▲１％ 

低公害車の導入 ７１.０ ％以上 目標据置で継続取組 

ガソリン消費率向上 １３.５ ㎞/ℓ 以上 目標据置で継続取組 

Ａ重油使用量削減 １１.８ ℓ/㌧以下 省エネ法対応で前年目標▲１％ 

産業廃棄物リサイクル率向上 ９６.０ ％以上 目標据置で継続取組 

古紙リサイクル率１００％ １００.０ ％ 目標据置で継続取組 

用紙使用量削減 ９７５ 枚/人以下 目標据置で継続取組 

オフィス水使用量削減 ０.５８ ㎥/人以下 目標据置で継続取組 

工場等の水使用量削減 ０.８０ ㎥/㌧以下 中長期目標に従い前年目標▲１％ 

事務用品のグリーン調達率向上 ８０.０ ％以上 目標据置で継続取組 

規制フロン回収率１００％ １００.０ ％ 目標据置で継続取組 

建設業    

産業廃棄物リサイクル率向上 ９６.０ ％以上 目標据置で継続取組 

建設資材のグリーン調達率向上 ８０.０ ％以上 目標据置で継続取組 

産業廃棄物処理業    

受託した産業廃棄物リサイクル率向上 ９６.０ ％以上 目標据置で継続取組 

 

 

 

 

２０１４年度新規取組環境活動計画 

   

 環境活動は取組が定着し、順調に推移している事から、基本的に２０１３年度計画を 

継続して取組むが、循環型社会形成の取組として、以下の３つの項目を新規に織り込み。 

 

   

 ● 再生骨材利用拡大  

 ● スラッジリサイクルの事業確立と販路拡大  

 ● ＰＡｄｅＣＳ実用化に向けた具体的提案  

   

 

 

 

 

8．次年度の環境目標 
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[参考] 

スラッジリサイクル事業 

   

 コンクリートスラッジ（コンクリート製品の製造工程で出るセメント汚泥）は、これまで 

産業廃棄物として処理していたが、ボイラーの排ガスで炭酸化処理した固形物を牛舎の 

敷床材に混ぜて、乾燥・除菌・脱臭の機能を行う環境衛生資材「床カラッと」として商品化

（2014 年 10 月からの販売を予定）。 

本事業は、資源の有効活用、炭酸化処理過程での二酸化炭素排出量の削減や牛舎の環境改善

に大きく貢献可能。 
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２０１０年度  

 

独自に環境方針・環境活動マニュアルを制定し、 

環境活動に取組んでいたが、エコアクション２１の 

認証取得に向け、ガイドライン要求事項を織り込み 

改定。 

１月～３月で試行運用し、エコアクション２１の 

取組を開始 

 

２０１１年度  

 

１１月に、エコアクション２１を認証取得。 

当社の事業の中核を担う製造業においてＥＭＳを 

構築し、取組を実施。 

建設業は、環境への負荷・取組、環境関連法規制の 

遵守状況の実績把握に努めたが、産業廃棄物処理業は 

未実施。 

 

２０１２年度  

 

実績を基に、建設業の計画・目標を設定し取組開始。 

内部監査を実施する等、活動の幅を拡大。 

産業廃棄物処理業は、実績把握を行うと共に、環境 

配慮型製品の再生骨材使用ポールの生産を開始。 

 

 

２０１３年度  

 

産業廃棄物処理業の計画・目標を設定。全ての事業で、

ガイドラインの要求事項を満たした。 

リサイクル事業として、スラッジ有効活用に取り組み、

次年度に販売開始の予定。 

エコアクション２１環境活動レポート大賞・九州で、

環境活動レポートが「廃棄物部門賞」を受賞。 

  

 

  

 

 

建設業 

  

 

 

 

建設業 

   
建設業 

 

 

建設業 

 

8．ガイドライン要求事項の取組推移 

産業廃棄物処理業

業 

産業廃棄物処理業

業 

製造業 

産業廃棄物処理業

業 

製造業 

産業廃棄物処理業

業 

製造業 

 
製造業 
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環境目標の達成状況 

２０１３年度は環境目標を掲げた全項目について目標を達成する事が出来ました。エコア

クション２１を導入し、３年目になりますが、環境活動の意識が根付き、取組が定着し、

成果が表れ始めた事を感じます。 

しかし、事業所毎に目を向けますと、目標未達の項目が見受けられる為、環境負荷低減

の更なる取組が必要です。 

 

環境活動計画の実施及び運用結果 

２０１２年度に再生骨材製造プラントを設置する等、近年力を入れて取り組んでいる廃品

ポールリサイクル事業については、順調に推移しています。今後は、環境配慮型製品であ

る再生骨材使用ポールを九州電力以外のお客様にも提案し、事業を拡大していきます。 

また、リサイクル事業では、製造工程で大量に発生する産業廃棄物のスラッジを有効活

用（リサイクル）する取組も重要で、２０１３年度はスラッジリサイクル研究開発を進

め、事業化に取組む事としました。２０１４年度下期からの販売を睨み、生産準備と販路

拡大を図ります。 

活動全体に目を向けると、情報公開や教育訓練、地域清掃活動、内部監査の実施など活

動の充実化が図られています。特に、環境活動レポートがエコアクション２１レポート大

賞九州で産業廃棄物部門賞を受賞し、弊社の活動が認められた事は喜ばしい限りです。 

 

終わりに 

今後も、コンクリート製品の生産・販売を中核とする全ての事業活動が地球環境に影響を

与えている事を自覚し、地域環境との調和を目指して事業活動に伴う環境負荷の低減に努

め、地球に優しい企業を目指していきます。 

10．代表者による全体評価と見直し 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本レポートについてのご意見・お問い合わせ先 

九州高圧コンクリート工業株式会社  

環境管理責任者 取締役常務執行役員 企画部長  杉元 重晴 

環境管理担当者 企画部経営企画グループ    堀田 昌宏 

TEL（092）554-6653 FAX（092）554-6702 http://www.kyuatsu.co.jp/ 


